当施設が提供できる実習プログラム例

①基礎臨海実習コース

　極めて多様な瀬戸内の生物により、生物の生態、発生、進化を把握させる。具体的なメニューとしては、

＜生態・進化＞　日帰り～３泊で、船舶等により様々な海産生物を採集し、その分類、生態、進化を学び、その多様性を実感してもらう。

＜動物の初期発生＞　1～２泊で、主にウニ類の受精から初期発生までを学生自身が進行させ、観察、実験を行う。様々な種の提供により、通年の実施が可能。
＜エコフィジオロジー＞　魚類など水生動物の本来の生息環境下における活動を、水中音響テレメトリーシステムを装備した野外実習採集調査研究用船から安全に把握するという新しい実習。
など。

②実験生物学最先端実習コース

　生理学、神経行動学など生体制御学を中心とした実験主体の合宿実習を、分子レベルの手法や最先端機器、メダカ、ラット等のモデル生物も駆使して行う。軟骨魚エイ、原始左右相称動物の扁形動物や珍無腸動物も使用できる。具体的には、

＜体液調節＞　２～３泊で実施する。環境変化に伴う魚介類の体液浸透圧・尿素濃度の測定、塩類細胞のレーザ顕微鏡観察などにより、実験を通して制御機構を学ぶ。

＜神経・ホルモン制御＞　１～３泊で実施する。様々な状態の動物における神経伝達物質、ホルモン、それらの受容体の発現等を各種先端機器により解析する。神経伝達物質やホルモン投与の行動への影響なども実験し、これらの役割を学ぶ。海洋マイクロプラスチック等が魚類の行動に与える影響の実習にも発展している。
＜発生・分化＞　２〜３泊で実施する。蛍光タンパク質で様々な分子を可視化した遺伝子改変動物等の受精卵を発生させ、レーザー顕微鏡で観察する。蛍光シグナルを指標とした分化過程をリアルタイムでイメージングすることにより発生のダイナミクスを学ぶ。革新的な技術であるゲノム編集も体験する。
＜データサイエンス／IoT（バイオインフォマティックス）＞　生息する生物を迅速に検出・同定できる環境DNA解析を行い、その解析に必要なDNAデータベースの利用法の学習を通して、次世代シークエンサーのDNA配列データ等ビックデータの活用法も学ぶ。
など。飼育下のものの使用などにより、通年の実施が可能。

当施設が対応できる利用大学提案型の実習プログラム例

　語学研修、マリンスポーツなども含め、広い分野の合宿教育に対応しています。ご相談ください。実績を基にした具体例は、以下のようなものです。

＜蛍光/発光タンパク質＞２〜３泊で実施する。励起光源の懐中ブラックライトと励起光のカット用レーザーゴーグル等により、蛍光/発光性生物を採集。刺激の影響等から、蛍光/発光の意義を考察する。
＜環境保全＞　１～２泊で行う。河川で様々な魚類などを採集し、その分類、生態を学び、その多様性を、河川開発との関連で検討する。岡山･香川のTV局主催の海洋ゴミ対策プロジェクトとも関連させている。タラ号のマイクロプラスティック調査の一環としても行う。
＜環境ホルモン＞　２～３泊で実施する。野外で魚類等を採集し、実習室で生殖巣の観察や性ホルモンの測定などを行い、内分泌攪乱物質の作用を学ぶ。

＜大気海洋学＞　日帰り～４泊で実施する。新しい船舶を利用し、海洋・気象観測を行う。また実習室では、採取した海水の分析などを学ぶ。

＜考古学＞　１～２泊で行う。周辺に多い古墳や貝塚において、発掘調査を中心とした遺跡調査を学ぶ。
＜水産学＞　魚介類を採集する漁労実習を行い、海洋資源や魚類学についての基礎的知識も得る。県水産試験場と協同し、近隣の水産海洋系施設を見学し、資源の利用についても現場から学ぶ。
＜ロボット工学＞　１～２泊で行う。飼育下の海洋動物の知能的行動を詳細に観察、数物的に解析するとともに、解剖し感覚器-神経-筋肉の走行を把握し、AIをも有する水中ロボットの開発に発展させる。海中ロボットポートにおいて、資源探査を目指した操縦を学ぶ。
＜天然物化学＞　フジツボなどの付着に、毒性のない環境に優しい阻害剤を開発することを目指し、化合物を塗布したマイクロプレート内のフジツボ幼生の付着と生存を解析する。
＜環境反応工学＞　産業廃棄物でもある鉄鋼スラグの海水中での溶出挙動を調べる。そして、海域での利用方法、さらに循環型社会の構築に関し考察する。
＜博物館学＞　玉野市立海洋博物館で、海洋資源の多様性に加え、展示解説を学ぶ水族館実習。荒天に対応。
＜医学生理学・データサイエンス＞　１〜２泊で行う。視覚系や痒み等の体性感覚系に着目し、電気生理学的解析、あるいは蛍光リアルタイムイメージングを通じて、感覚生理を考察する。さらに、神経ネットワークなど超微形態のビッグデータの3D可視化解析システムamiraによる立体再構築を習得する。
以上のメニューの組み合わせも可能です。施設に赴かないICT実習も計画しています。ご相談ください。
